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１-１ ＥＣＭ委員会の体制とテーマ 

ＥＣＭ委員会 
ECALS実用化 
専門委員会 

メッセージ 
標準化ＷＧ 

・ＥＣＡＬＳの維持管理、普及拡大 
 ‐ＥＣＡＬＳ辞書の管理 
 ‐ＥＣＡＬＳシステムの運用 
 ‐活用側・提供側共通課題への対応 
 ‐電子カタログの日韓相互辞書管理 
 ‐ＥＣＡＬＳデータ作成支援ツールの維持 

・技術情報交換メッセージの標準管理 
  ‐情報交換ビジネスプロセスの標準化 
 ‐技術交換メッセージの維持 

ＪＡＭＰ連絡会 
・ＪＡＭＰ仕様調整 
  ‐ＧＰ対応メッセージ  
  ‐ＡＩＳ／環境情報辞書 

ツール検討・ 
開発ＷＧ  

・技術情報交換ツールの開発管理 
  ‐ＸＭＬメッセージ入力支援ツール  
  ‐ＸＭＬ／ＣＩＩ変換ツール 
  ‐JEITA－ＡＩＳ作成支援ツール 

活用企業側 
ニーズ検討WG 

・ＥＣＡＬＳの仕様策定、利用拡大 
 ‐ＥＣＡＬＳの辞書の改訂提案 
 ‐ＥＣＡＬS情報の利用側課題への対応 
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技術見積 

技術見積回答 

ビジネスプロセス 発注者 受注者 

製品情報 

新製品情報 

サンプル手配 
サンプル回答 

見積もり依頼 

見積もり回答 

購入仕様書提示 

納入仕様書提供 

納入仕様書受領 

ＥＤＩ（量産注文情報） 

新製品開発情報 

納入情報 

購入仕様書回答 

納入仕様書要求 

契約書締結 

環境情報の要求 

環境情報の回答 新製品企画書 

製品設計 

量産仕様決定 

顧客承認 

量産 

Yes 

No 

顧客要求仕様 

カタログ インターネット 営業 

新製品検討 

ECALS 

廃止品依頼情報 

廃止品依頼受領情報 

商品企画 

基本設計 

部品選定 

概略見積 

詳細設計 

原価検討 

性能評価 

仕様決定 

製品終息 

仕様検討 

環境設計 

環境情報 

品質・性能･価格 

検討 

仕様改善要求 

仕様確認 

企画目標のレビュー 

設計仕様確定 

設計仕様の立案 

原価検討 

量産 

生産中止 

商品企画 

設計構想 
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１-２ 標準化の範囲 
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技術情報交換 

2007A 
廃止品情報 
交換モデル公開 

2007A 
サンプル要求情報 
部品情報提供 
技術見積もり  
 交換モデル公開 

環境情報交換 

メールによる納入
仕様書 
交換実証実験 

AIS作成支援
ツール公開 

AIS作成支援ツー
ルＶ.07公開予定 

ＡＩＳ作成支援ﾂｰ
ﾙ交換実証実験 

ＡＩＳ作成支援ツー
ル／ＥＣＡＬＳｌ実
証実験 

2003A 
納入仕様書情報
交換モデル公開 

環境辞書連携 
ＸＭＬ版公開 

Ｗｅｂ方式による 
交換実証実験 

ＡＩＳ作成支援 
ツール実習書 
英／中版発行 
予定 

2006A 
購買仕様書情報
交換モデル公開 

導入ガイド発行 

導入ガイド発行 

2005A 

環境情報交換モデル公開 

Web形式お試し 
サイト運用 

ＥＣＡＬＳ辞書 
ﾋﾞｭｰﾜｰ公開 

ＥＣＡＬＳﾃﾞｰﾀ作成
支援ﾂｰﾙ 
ＣＳＶ版公開 

環境辞書標準化 

XMLﾒｯｾｰｼﾞ作成
支援ﾂｰﾙ 
CII/XML相互変換
ツール開発 

2007 2009 2008 2010 2011 2012 2006 2005 ～2004 

JAMPでＥＣＡＬ
ＧＡﾒｯｾｰｼﾞ・辞
書採用 

AIS作成支援ﾂｰﾙ
JAMA変換機能公開 

AIS作成支
援ツール
英語・中国
語版公開 

ECALS辞書公開   

日韓IOS構築 
環境辞書連携 

ＥＣＡＬＳ 

ＥＣＡＬＳﾃﾞｰﾀ作成
支援ﾂｰﾙ 
ＸＭＬ版公開予定 

公開ｻｰﾊﾞ運用
開始 

2012A 
技術情報交換 
モデル公開予定 

ＥＣＡＬＳXMLﾃﾞｰﾀ
標準規約公開予
定 

XMLﾒｯｾｰｼﾞ作成
支援ﾂｰﾙ 
CII/XML相互変換
ツール公開予定 
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１-３ ＥＣＭ標準化の取組み経緯    
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関連ツールの 
検証 

 

ＸＭＬメッセージ作成 
支援ツール 

 

*必須項目が分かる様にして欲しい。 
 

*Data TypeがENUM項目のプルダウン化等、入力作業を簡便化して欲しい。 
 

*項目属性（文字、長さ、日付等）の画面表示が欲しい。 
 

*ビジネスドキュメント標準情報の取扱いと適用の明確化。 
 

*入力内容のチェック機能を付加したい。 

 

ＸＭＬ／ＣＩＩ変換ツール 
 

*特殊な作業時にエラーが発生する。改善が必要。 
 

*ユーザがファイル名を自由に設定したい。 
 

ＥＣＡＬＳデータ作成 
支援ツール 

 

*データ形式（CSV/XML）の統一化、或いは相互変換機能を追加して欲しい。 
 

*Data TypeがENUM項目のプルダウン化等、入力作業を簡便化して欲しい。 
 

メ ッ セ ー ジ
フォーマット 

 

ＸＭＬフォーマット 
 

*過不足項目が無いか、再度ビジネスドキュメントの見直しが必要。 
 

*新しいＢＤ（明細）の中で定義が明確でないものがある。 
 

ＣＩＩフォーマット 
 

*「分割可変長モード」と「分割固定長モード」を依頼者側と 回答側で事前の 
 

 取り決めが必要。 
 

添付ファイル実装 
 

*添付ファイル容量制限の上限の取り決め、及びガイドラインが必要。 

 

全体プロセス 
 

業務管理 
 

*運用簡略化のため、ツール間の連携処理が出来ないか？ 

２-１ 実証実験からの課題・要望事項    
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活用側企業としては、ＥＣＡＬＳ情報のＢｔｏＢによる 

交換方式を望む。 
 

ビジネスモデルに関する方向性 
 

－ＥＣＡＬＳ情報を部品検索と標準化のため一次情報として
活用することを想定している 

 

－業界標準としてのＥＣＡＬＳコンテンツの維持/強化を希望 
 

－ＥＣＡＬＳの重要性を認識しており、辞書整備の拡大と継
続を臨む 

 

－公開サーバは、業界標準のベースとして必要であり、継
続した運用を望む 
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２-２ ＥＣＡＬＳ活用ＴＦからの要求    
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・ビジネスプロセスの管理にＢＰＳＳを使用しない。 
・ＸＭＬ形式に加えてＣＩＩ形式にも適用する。 
・ＣＩＩ形式とＸＭＬ形式のレイアウトを統一する。 
・ＢＤのレイアウトはシンプルな構造を目指す。 
・投資を抑止するためデータ交換支援ツールを提供する。 

【現状の課題】 
・ebXML/ebMSｻｰﾊﾞへの投資対効果が見えない 
・プロセスを自動制御できるほど業務が標準化されていない 
  ⇒ＢＰＳＳだけでは対応できない（業務側にもプロセス管理が必要）  
・データ種別が多いため処理が複雑で理解が難しい 
・メッセージ項目が多く使い分けや処理が複雑になる 
・処理が複雑なためコストと専門の要員の確保が困難 

２-３ 標準化の基本方針    
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現行の標準 新たなＥＣＭ標準 

ＥＩＡＪ ＥＣＡＬＧＡコラボ
レーションモデル 

ＥＣＡＬＧＡー 

ＣＩＩモデル 

ＥＣＡＬＧＡー 

ＸＭＬモデル 

プロセス記述 ビジネスシナリオ ebXML構造化    
CBC-BC-BT-BA 

ビジネスシナリオ 

 

ビジネスシナリオ 

 

メッセージの
構造 

マルチ構造 

・データ種別 

・データレコード 

シングル構造 

シングルデータ 

シングル構造 

シングルデータ 

シングル構造 

シングルデータ 

実装規約 ＣＩＩシンタックス 

ルール 

ＥＣＡＬＧＡ 

(ＸＭＬ標準) 

ＣＩＩシンタックス 

ルール 

ＥＣＡＬＧＡ 

(ＸＭＬ標準) 

クラスの採用 クラス管理なし クラス管理なし クラスを導入し必要
項目のみ使用 

クラスを導入し必要
項目のみ使用 

送受信コント
ロール 

アプリケーションレベ
ルでビジネスシナリ
オをコントロール 

ＢＰＳＳでビジネス
シナリオをコント
ロール 

アプリケーションレベ
ルでビジネスシナリオ
をコントロール 

アプリケーションレ
ベルでビジネスシナ
リオをコントロール 

標準の変更 １Ｈで終了 新規開発は凍結 ＸＭＬモデルと共通に
維持管理 

ＣＩＩモデルと共通に
維持管理 
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２-４ ＥＣＭ系メッセージの構成    
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１） レイアウトの統合 
  ＢＤのレイアウトをシンプルにするためにＸＭＬ形式のデータ本体共通部を廃 
 止して、メッセージ種別ごとに必要項目のみをデータレコードに定義することで、 
 ＣＩＩ形式とＸＭＬ形式のレイアウトを一本化する。 

トランスポートエンベロープ   
（HTTPS、etc） 

ebXMLメッセージエンベロープ 

ebXMLヘッダ 

ebXMLヘッダドキュメント 

ebXMLペイロードドキュメント 

ビジネスドキュメントヘッダ 

ebXMLペイロードドキュメント 

ビジネスドキュメント本体 

添付ドキュメント１       

 

ＰＤＦ又はＺＩＰにより、添付ファイ
ルを作成 

部品技術情報１ 

ＰＤＦ又はＺＩＰにより、添付ファイル
を作成 

部品技術情報１ 

       ・ 
       ・ 
       ・ 

部品技術情報N（最大10個指定） 

（メッセージ固有情報部） 

・ 18652 

・ 18667 

  倉庫事業者コード管理組織 18651 

  倉庫事業者コード 18650 

倉庫事業者 C00011 

・ 18028 

・ 18666 

  受注者コード管理組織 18027 

  受注者コード 00005 

受注者 C00010 

・ 18023 

・ 18665 

  発注者コード管理組織 18022 

  発注者コード 00004 

発注者 C00009 

  訂正コード 00009 

  データ処理№  00001 

  データ作成時刻 18013 

  データ作成日 18012 

  タイムゾーンデータ 18011 

データ順序と属性 C00008 

 ビジネスドキュメント本体共通部   

ビジネスドキュメント本体   

ビジネスドキュメント本体 

 
  

廃
止
し
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
本
体
に
吸
収 

  受注者コード管理組織 18027 

  受注者コード 00005 

受注者 C00010 

  発注者コード管理組織 18022 

  発注者コード 00004 

発注者 C00009 

  訂正コード 00009 

  データ処理Ｎｏ． 00001 

  データ作成時刻 18013 

  データ作成日 18012 

  タイムゾーンデータ 18011 

データ順序と属性 C00008 
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２-５ ビジネスドキュメントの構造変更    
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２） ＣＩＩ形式ビジネスドキュメント（技術情報依頼・通知情報） 
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２-５ ビジネスドキュメントの構造変更    
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３） ＸＭＬ形式ビジネスドキュメント（技術情報依頼・通知情報） 

14 

２-５ ビジネスドキュメントの構造変更    
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発注者 受注者 

購入仕様回答情報 

購入仕様書(情報)発行 

発
注
者
か
ら
の
仕
様
変
更 

 

購入仕様提示 確認 

仕様検討 

受領処理 購入仕様受領 確認 

部分了解 

 

または逆提案 

仕様確定了解 
又は確定拒否 

仕様検討 

購入仕様回答情報 

購入仕様書(情報)発行 購入仕様提示 確認 

仕様検討 

受領処理 購入仕様受領 確認 

部分了解 
または逆提案 

仕様確定了解 
又は確定拒否 

仕様検討 

受領する 
又は受領しない 

受
注
者
か
ら
の
仕
様
変
更 

 

購入仕様回答情報 

購入仕様変更提示 

仕様検討 

受領・中止処理 購入仕様受領 確認 

仕様検討 

受領する 
または中止 

購入仕様書(情報)変更依頼 確認 

受領する 
又は受領しない 

新
規
の
購
入
仕
様
確
定 

 

または逆提案 

部分了解 

または逆提案 

変更了解 
or 部分了解 
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２-６ 従来のモデル（購入仕様書交換の概要フロー）  
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購入仕様書交換モデルの構成内容 
 購入仕様書交換形態による３種類のビジネスコラボレイションにより構成される。 

購入仕様書交換モデル 

購入仕様書交換 

新規 仕様変更 

新規の購入仕様確定 発注者からの購入仕様変更 受注者からの購入仕様変更 
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２-６ 従来のモデル（購入仕様書交換）   
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発注者 受注者 

技術情報回答情報 

技術情報依頼情報 技術情報依頼 

回答 

確認 

技術情報通知 技術情報通知  技術情報通知 

確認 

技術情報交換モデル 
技術情報交換 

技術情報依頼・通知 
 

技術情報回答 

ＢＤの組み合わせで、交換される論理的なビジネスプロセスであり、ＢＰＳＳを使用 

しない。 同一のメッセージで複数の種類の技術情報交換を行い、情報種はメッセ 

ージ項目の技術情報区分で指定し切分けを行なう。 
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２-７ 新標準の技術情報交換モデル   
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－ 目  次 － 
 
３．技術情報交換の支援ツール 
 

 ３-１ 各支援ツールの位置づけ 
 

 ３-２ 課題・要望事項への対応 
 

 ３-３ ＸＭＬメッセージ作成支援ツール 
 

 ３-４ ＸＭＬ／ＣＩＩ変換ツール 
 

 ３-５ ＥＣＡＬＳデータ作成支援ツール 
 

 ３-６ ツール動作環境  
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添付ファイル 
添付ファイル 

依頼企業 提供企業 

ＪＥＩＴＡ 
共通 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 

ＪＥＩＴＡ 
共通 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 

ebMS 

 
ＡＳＰ間連携 

 

ebMS 

XMLﾒｯｾｰｼﾞ 
作成支援 
ツール 

 汎用情報 
 交換ﾒｯｾｰｼﾞ 
 * XML(ebMS) 
 * ＣＩＩﾒｯｾｰｼﾞ 

 
ＥＣＡＬＳデータ 
(XML・CSV） 
 

 汎用情報 
 交換ﾒｯｾｰｼﾞ 
 * XML(ebMS) 
 * ＣＩＩﾒｯｾｰｼﾞ 
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ＡＩＳ作成 
支援 

ツール 

ＥＣＡＬＳ 
データ 

作成支援 
ツール 

XMLﾒｯｾｰｼﾞ 
作成支援 
ツール 

ＡＩＳ作成 
支援 

ツール 

ＥＣＡＬＳ 
データ 

作成支援 
ツール 

 環境情報 

ＡＩＳ･ MSDSplus 
 

納入仕様書 
購入仕様書 
etc 

 

納入仕様書 
購入仕様書 
etc 

 

XML/CII 
変換ツール XML/CII 

変換ツール 

回答情報送信 

依頼情報送信 

通知情報送信 

 
ＥＣＡＬＳデータ 
(XML・CSV） 
 

 環境情報 

ＡＩＳ･ MSDSplus 
 

３-１ 各支援ツールの位置付け   
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レイアウト 
 

依頼/通知・回答情報の２つのビジネスドキュメントに分離する。 
過不足項目が無いか、再度ビジネスドキュメントの項目を見直す。 
 不要な項目の見直し（データ部共通項目について見直しを要請す
る。） 
定義が不明確な項目があるので定義を明確にする。 
分割固定長モードと通常可変長モードに対応する。 

共通事項 ビジネスドキュメントの種別追加に対応する。 
ビジネスドキュメントのフォーマット変更に対応する。 
複数添付ファイルに対応する。 

XML/CIIで許容される文字
属性が違う。（XML⇔CII変
換でのエラ－に対応する） 

 

必須項目が不明確なため、入力画面にガイドを表示する。 
項目属性（文字、長さ、日付等）を画面に表示する。 
入力内容のチェック機能の強化 

 必須項目チェック 

 項目属性チェック 

 文字属性チェック 

  １バイト文字/２バイト文字の属性チェック 

 数字属性チェック 

 日付属性チェック（数値チェックのみ） 

 桁数チェック 
入力画面のスクロールが
操作しづらい（入力項目が
多いため） 

ビジネスドキュメント本体共通部を廃止。 

不要な項目の見直し（取引標準・情報技術専門委員会と検討） 
 

入力画面に必須入力、日
付形式、データ属性、桁数
が解るガイダンスがほしい。 

インフォパスの入力画面に必須項目及び項目属性・桁数のガイダンス
を表示する。 
 

コード値（ENUM項目）の入
力の簡便化 

コード項目（ENUM値）をプルダウンして、リストから選択できるように変
更する。 
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依頼BDから回答BD

を自動で置き換える

機能 
 

依頼情報のビジネスドキュメントから回答情報のビジネスドキュメントを生成

する機能の追加。ビジネスドキュメントを画面上で入力、編集する。 

 

ファイルの読み込み/

保管先で指定したフ

ォルダーが次回も引

き継げるようにしてほ

しい。 
 

ＷＩＮＤＯＷＳ（．ＮＥＴフレームワーク）のセキュリティ制限より対照となるフォ

ルダーが制限されており、改修が非常に困難なため今回対応を断念。 

  

 

ひな形データを読込

み、修正できるように

してほしい。 
 

取引先会社ごとに雛形データを前もって作成し、それをインポートして画面

上で修正ができるように改修する。 

XML/CII変換ツール 

 

複数添付ファイルの繰り返し対応する。 

ログ機能を強化する。 
 

ECALSデータ作成支援ツー

ル 

Ｅ Ｃ Ａ Ｌ Ｓ の 情 報 交 換 に 向 け た XML 形 式 の 入 出 力 機 能 を 付 加 。 

データチェックと辞書更新対応機能によりデータの品質と鮮度向上を支援。 

規約 添付ファイル実装 
 

添付ファイル容量制限の上限の取り決め、及びガイドラインを制定する。 
 

全 体 プ

ロセス 
業務管理 運用簡略化のため、ツール間の連携処理を検討する。 

Ｘ
Ｍ
Ｌ
メ
ッ
セ
ー
ジ
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成
支
援
ツ
ー
ル 
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ＸＭＬメッセージ
作成支援ツール 

①BDスキー
マ 

③企業情報 

テンプレート 

②ＸＭＬＩ形式 

BDデータ 

①ＢＤスキーマ              ：ＸＭＬ形式ＢＤのレイアウト定義スキーマファイル 
②ＸＭＬ形式ＢＤ            ： ＸＭＬ形式のＢＤファイル 
③企業情報テンプレート ： 企業情報の企業テンプレート情報 
  

１） 機能概要 
  Microsoft Office「InfoPath」をベースに利用し、ECALGA標準のＢＤのスキー 
 マを解析して、入力用のテンプレート画面を展開し、簡便なデータ入力が可能 
 で、XML形式のメッセージデータを作成して出力する。 

22 
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２） ＸＭＬメッセージ作成支援ツール動作概要 
依頼企業 提供企業 

依頼/ 

通知 

（技術情報、 

環境情報）の 

依頼 

企業間システム 

経済産業省実験 

ebMS 3.0 

エンジン 

XML/CII変換 

依頼・通知用 
Infopath 

テンプレート 

依頼・通知用 
Infopath 

テンプレート 

（技術情報、 

環境情報）の 

通知・回答 

入力 情報作成 

受信 

通知・回答 経済産業省実験 

ebMS 3.0 

エンジン 

回答用 
Infopath 

テンプレート 

回答用 
Infopath 

テンプレート 

回答（ひな形） 

BD XML 

入力 業務連携 

エキスポート 
エキスポート 

変換
力 

インポート 

XML 
ﾒｯｾｰｼﾞ 

XML/CII変換 

XML/CII変換 

XML/CII変換 

CII 
ﾒｯｾｰｼﾞ 

エキスポート 

インポート 

送信 

送信 

受信 

インターネット 

ASP間連携 

XML 
ﾒｯｾｰｼﾞ 

XML 
ﾒｯｾｰｼﾞ 

XML 
ﾒｯｾｰｼﾞ 

CII 
ﾒｯｾｰｼﾞ 

CII 
ﾒｯｾｰｼﾞ 

CII 
ﾒｯｾｰｼﾞ 
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 ３） 依頼メッセージから回答メッセージを作成 

BD-0830   依頼・通知フォーマット BD-0840   回答フォーマット 

以下の対応を行なってXMLを作成します。 
1）ＸＭＬのスキーマを通知→回答に変更 
2）ヘッダー部の送信者項目４つと受信者項目４つを入れ替え 
3）通知と回答で同じ定義項目の値を引継ぎ 

24 
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４） 必須項目・項目属性ガイドの表示 

…
 

属性（桁数）で表示 

９ ：数字型 

X ：１バイト文字（半角英数大小字、一部特殊記号） 

K ：２バイト文字（漢字、全角文字） 

必須項目を「*」で表示 

25 
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５） 入力内容のチェック機能の付加（必須項目チェック） 

ボタン押下時のチェック処理で属性Xの項目に対して 

「全角文字不可」をチェックします。 

Ｘ属性の項目に、半角英数文字以外を
入力して［保存］［保存（ＣＩＩ形式）］を実
行するとエラーにします。 

26 
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６） 入力内容のチェック機能の付加（2バイト属性チェック） 

ボタン押下時のチェック処理で属性Kの項目に対して 

「半角文字不可」をチェックします。 

Ｋ属性の項目に、２バイト文字以外を
入力して［保存］［保存（ＣＩＩ形式）］を実
行するとエラーにします。 

27 
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７） コード項目（ＥＮＵＭ値）プルダウン機能 
ＥＣＡＬＧＡ標準にて、規定されたコード入力するものについては、予め選択肢の 

プルダウン形式で入力できます。 

ＥＣＡＬＧＡ標準に準拠し
た選択肢で入力 

28 
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１） 機能概要 

 ・ＩＮＦＯＰＡTHで作成されたＸＭＬ形式のメッセージをＣＩＩ形式   

  のメッセージに変換し、ＪＥＩＴＡ共通クライアントで送信する。 

 ・ＪＥＩＴＡ共通クライアントで受信されたＣＩＩ形式のメッセージを 

  ＸＭＬ形式のメセージに変換し、ＩＮＦＯＰＡTHへ連携する。 

２） 主な機能追加 

 （１） ドキュメントは、「技術情報依頼・通知情報」と「汎用技術 

      情報回答情報」とする 

 （２） 単一種複数レコード処理に対応 

 （３） 分割モード/通常モードに対応 

 （４） データレコード部共通部の削除に対応 

 （５） ログ出力機能を強化 

３-４ ＸＭＬ／ＣＩＩ変換ツール   
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ＸＭＬ/ＣＩＩ 
変換ツール ①ＸＭＬ形式 

  BDデータ 

③BD項目 

    定義辞書 

②ＣＩＩ形式 

   BDデータ 

④実行結果 

     ログ 

①ＸＭＬ形式ＢＤ     ：     ＸＭＬ形式のテキストファイル 
②ＣＩＩ形式ＢＤ       ：     ＣＩＩ形式のバイナリファイル 
③BD項目定義辞書 
 クラスと項目の全リストを定義（技術情報名称など）しており、ＸＭＬ⇔ＣＩＩ間、相互変換のためにト
ランスレータが引用する。 
④実行結果ログ 
  トランスレータの実行結果として、正常終了／エラー終了／エラーメッセージ情報、入出力結果
件数、ファイルサイズなどが記録される。 

３） 動作概要 

  

30 
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 １） 機能概要 
   ＥＣＡＬＳテンプレートを基に、分類コードに対応したプロパティ項目をＥＸＣＥＬ 
  に展開し簡便なデータ入力が可能で、ＣＳＶ形式とＸＭＬ形式の既存のデータか 

  らインポートすることも可能で、利用側から要求された形式（ＣＳＶ形式・ＸＭＬ形  

  式）に合わせて出力する。 

ＥＣＡＬＳデータ 

作成支援ツール 
ＸＭＬ形式 

データ 

ＣＳＶ形式 

データ 
ＣＳＶ形式 

データ 

ＸＭＬ形式 

データ 

Class CODE PREFNAME.EN

KJA001 Root component 環境情報/JEITA ROOT COMPONENT

KJA014 companies Information
 |-企業間情報

KJA016 Process information
 |-工程情報

KJA007 Composition Information |-構成情報

KJA008 Subproduct Information |-サブパーツ情報

KJA009 Material Information |-材料情報

KJA010 Homogeneous material Information |-均質材料情報

KJA012 Substance category Information |-物質群情報

KJA015 Intended use |-使用用途分類情報

KJA013 Substance Information |-物質情報

PREFNAME.JA

KJA016 工程情報 KJE116 Substance category code 物質群Ｎo.

KJA016 工程情報 KJE117 Substance Category Name 物質群名

KJA016 工程情報 KJE121 Manufacturing process name 製造工程名

KJA016 工程情報 KJE119 Substance category level 物質管理レベル

KJA016 工程情報 KJE120 Substance category mass 物質群質量

KJA008 サブパーツ情報 KJE055 SubProduct name サブパーツ名

KJA008 サブパーツ情報 KJE056 SubProduct mass サブパーツ質量

KJA008 サブパーツ情報 KJE057 SubProduct quantity サブパーツ数量

KJA008 サブパーツ情報 KJE058 SubProduct uoq サブパーツ数量単位

KJA009 材料情報 KJE059 Material name 材料名

KJA009 材料情報 KJE060 Material mass 材料質量

KJA010 均質材料情報 KJE061 Homogeneous material name 均質材料名

KJA010 均質材料情報 KJE062 Homogeneous material mass 均質材料質量

ビューワー機能 

フォルダー内の全
てのファイルを対象 

同一フォルダーに 

品名単位作成される 

ＥＣＡＬＳ辞書 

３-５ ＥＣＡＬＳデータ作成支援ツール   
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２） 起動時の画面 

３-５ ＥＣＡＬＳデータ作成支援ツール   
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３） ビューワー機能による、クラス選択画面 

３-５ ＥＣＡＬＳデータ作成支援ツール   
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４） データ入力ＥＸＣＥＬ画面 

３-５ ＥＣＡＬＳデータ作成支援ツール   
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動作環境   

 【ＯＳ】 

   Microsoft WindowsXP (SP3) 

            Windows７ 

   【アプリケーション】 

     Office2007  Infopath2007 

     ．ＮＥＴ     .netFramework3.5  

 【動作推奨マシンスペック】    

  ＣＰＵ  ： 1.0 [GHz]以上 

  メモリ  ： 1[ＧB]以上 

35 
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－ 目  次 － 
 

４．環境情報交換の支援ツール 
 

 ４-１ ＡＩＳ仕様 Ｖｅｒ.４の主な変更点 
  

36 



All Rights Reserved, Copyright © 2012 JEITA 37 

１） JAMP AIS仕様 Ver.4.00で対応する項目  
 JAMP AIS仕様 Ver.4.00で追加、または名称が変更された項目 

Ver.3. 項目名 Ver.4.00 項目名 備考 

会社名 会社名（英字表記） 英数字に限定 

同上 会社名（母国語表記） 追加 

発行者型番 発行者型番（英語表記） 英数字に限定 

同上 発行者型番（母国語表記） 追加 

材質用途 材質用途 数字に限定 

材質備考 追加 

適用除外等 適用除外 ＲoＨＳ、ELV指令につ
いて表示記号をIDに
置換する 

４-１ ＡＩＳ仕様Ｖｅｒ.４の主な変更点   
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AIS仕様 Ver.3.1  
材質用途の値   

AIS仕様 Ver.4.00 

材質用途に表示する値 ＸＭＬの値 

１．母材 １．母材 １ 

１．base material １．base material  １ 

２．被覆  ２．被覆 ２ 

２．Ｃｌａｄ ２．Ｃｌａｄ ２ 

２） 材質用途の変換  

 JAMP AIS仕様 Ver.4.00では、〈材質用途〉を数値で伝達する。  

 JAMP AIS材質分類リストにて、材質用途に表示する値と伝達  

 すべき値の対応を確認できる。   

４-１ ＡＩＳ仕様Ｖｅｒ.４の主な変更点   
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JAMP AIS仕様 
Ver.3.1 

JAMP AIS仕様 Ver.4.00 

適用除外等の値 ID(伝達すべき値)   ＸＭＬの適用除外の表
現 

１ １ ００１０ 

６ｂ ６ｂ ００１８ 

３） 適用除外等の変換  
 JAMP AIS仕様 Ver.4.00では、RoHS指令とELV指令の〈適用除外〉 
欄の値を、ID（数値）で伝達する。  
 JAMP AIS仕様 Ver.3.1の《報告物質該当法令等》〈適用除外等〉に 
記述された値が、JAMP AIS物質用途リストの「表示記号」と一致する 
場合は、対応する「ID」をAIS仕様 Ver.4.00で伝達する値とする。 
 一致しない場合は、空（運用上、認められていない）に変換する。  

４-１ ＡＩＳ仕様Ｖｅｒ.４の主な変更点   
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３） 適用除外等のリストからの変換例 

４-１ ＡＩＳ仕様Ｖｅｒ.４の主な変更点   



All Rights Reserved, Copyright © 2012 JEITA 41 

４） 物質報告区分を「報告する」に固定化 
  ・ GADSL を対象とすること  
  ・ JIG を対象とすること  
 
５) 小数点以下切り上げ 
  尐数点以下丸めは報告用書込み直前で最大桁数に丸める。 
 丸め項目と順番は以下とする。丸め後材質集計する。 
  ①《材質》           ：〈材質質量〉  切上げ 
  ②《報告物質》        ：〈含有率(wt%)〉 切上げ 
  ③《報告物質》           ：〈質量〉    切上げ 
  ④《成型品中の材質情報》 ：〈材質質量〉   切上げ 
  ⑤《部品》                 ：〈員数〉     切上げ 
  ⑥《階層》                 ：〈員数〉     切上げ 
  ⑦《成型品質量》       ：〈質量〉     切捨て 

４-１ ＡＩＳ仕様Ｖｅｒ.４の主な変更点   
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６） 単純化AISの扱い  
 JAMP AIS仕様 Ver.4.00は、原部品と複合化の２種類のみであ 
 るため、単純化AIS機能を廃止した。 
 
７） その他 
 （ａ） 包含度（KJA026）のXML出力廃止 
 （ｂ） 質量単位の追加（μg) 
     XMLデータの最低質量単位をmgからμgに変更する。 
     材質と物質のみとし製品はmgのままとする。 
 （ｃ） 法令コードの対応 
  ・選択した物質に法令コードが全てブランクの時は任意報 
   告物質に1をセットする。 
  

４-１ ＡＩＳ仕様Ｖｅｒ.４の主な変更点   
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  （ｄ） 一般商品名にスラッシュを含む時の処理 
    ・スラッシュは複合化した時の区切り文字の為、アンダー 
   バーに変換する。  
  （ｅ） 集計機能の丸め処理 
  ・中抜きの記入用の階層員数 
  ・積上げの記入用の階層員数 
  ・材質毎の質量の集計等 
  （ｆ） XMLデータのファイル名の変更 
     例） AISx_xxxxx.xmlをAISx4_xxxxx.xml 
  （ｇ) 消失率１００％の処理 
  ・物質情報以下を全て削除 
  
 
 

４-１ ＡＩＳ仕様Ｖｅｒ.４の主な変更点   
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５．ＥＣＭが目指すＢｔｏＢデータ交換 
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発注者(バイヤ) 受注者(サプライヤ) 

JEITA共通ｸﾗｲｱﾝﾄ 
（XML） 

WebEDIｸﾗｲｱﾝﾄ 
   （Webﾌﾞﾗｳｻﾞ） 

特定サービＡＳＰ 

既存EDI VAN 
（ＣＩＩ） 

ebMS JEITA共通ｸﾗｲｱﾝﾄ 
（XML） 

WebEDIｸﾗｲｱﾝﾄ 
   （Webﾌﾞﾗｳｻﾞ） 

JEITA共通ｸﾗｲｱﾝﾄ 
（XMLやＣＩＩ等） 

 既存EDI VAN 

（ＣＩＩ） 

ebMS 

HTTPS 

全銀 

メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換 

ASP-Ⅰ ASP-Ⅱ 

メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換 

業務 

A 
P 

業務 

A 
P 

JEITA共通ｸﾗｲｱﾝﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

e
b
X
M
L 

JEITA共通ｸﾗｲｱﾝﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

業務 

A 
P 

業務 

A 
P 

業務 

A 
P 

全銀 

HTTPS HTTPS 
サ
ー
ビ
ス
Ａ
ｐ 

サ
ー
ビ
ス
Ａ
ｐ 

業
務 

Ａ
Ｓ
ｐ
間
連
携 

Ａ
Ｓ
ｐ
間
連
携 

①ＥＣＡＬＧＡに準拠した、ＢＤとＥＣＡＬＳデータや環境情報を使用 
②実装形式・通信手段の差はＡＳＰで吸収 

③利用者間がどのＡＳＰでも、どの接続方法でも接続できる  

業務 

A 
P 

業務 

A 
P 

業務 

A 
P 
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展開(2) 

 ・ 標準規約の見直しと標準書の改定 
 ・ 技術情報交換の支援ツールの公開 
  - ＸＭＬ／ＣＩＩ変換ツール 
  - XMLメッセージ作成支援ツール 
  - ＥＣＡＬＳデータ作成支援ツール 
  - ＡＩＳ作成支援ツール 
 ・ ＡＩＳ作成支援ツール実習書（英語版・中国語版）の公開 
 ・ 採用企業による新標準の実運用化 
 ・ 新規導入企業の開拓とASP関連系サービスのインフラ環境 
  の確立 
 ・ ＡＩＳ作成支援ツールの海外展開 
  （採用企業と連携して海外での普及活動を実施） 
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